
 
 
 

大学改革この１年 
－広島大学の改革の歩み（平成１６年６月以降の取組を中心に）－ 

 
 

 
                       ※理念５原則の一つ 

－新たなる知の創造－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



◎ 大学の改革に向けての取組 
☆ ２１世紀の広島大学像マスタープラン（平成 12年6月）に基づいた改革の推進 
☆ 長期ビジョン（平成 15年1月）に添った計画の遂行      

○ 到達目標：世界トップレベルの特色ある総合研究大学 
○ 戦  略：到達目標達成に向けて長期ビジョンを３段階の行動計画として提示 

☆ 大学運営の基本方針（平成 15年 7月）の徹底 
○ 目標に向けた進歩を促すようなトップマネジメント体制の整備  
○ 室・部局・センター等の組織における自律的運営を促すためのＰＤＣＡ（Plan-Do-Check-Action）

サイクルの仕組みの導入 
○ 全ての構成員による，大学運営ビジョン，基本的な考え方及び情報の共有化（ビジョン共有型運営） 

☆ 国立大学法人広島大学の設立（平成 16年 4月）を機に「発展を続ける偉大な大学」に飛躍させるべく，

さらなる改革の推進 
☆ ＩＳＯ９００１の導入などによる組織のさらなる活性化について提言（平成 16年 12月） 
☆ 大学運営改革プランの提示（平成 17年 5月） 

○ 意思疎通・情報共有のための対話 
○ 情報発信の工夫 
○ トップマネジメント体制の整備 

・ 役員会の下に企画会議を設置 
・ 理事・副学長体制の整備 
・ 特別顧問の創設 

○ 大学運営支援体制の整備 

 

◎ 組織運営面での取組 

☆ ハラスメント相談，ハラスメント防止を推進するため，ハラスメント相談室を設置（平成 16年 9月） 
☆ 全教職員を対象に諸会議の情報等の伝達のための「広大メール」の創刊（平成 16年 11月） 
☆ 光学赤外線望遠鏡設置のための天文台（宇宙科学センター東広島天文台）建設地を東広島市に決定（平

成 17年 1月） 
☆ 中央廃液処理施設を改組し，環境管理と安全管理の核となる環境安全センターを設置（平成 17年 3月） 
☆ 歯科衛生士学校及び歯科技工士学校を再編統合し，歯学部口腔保健学科を新設（平成 17年 4月） 
☆ スポーツに関する教育研究及び地域社会との連携を推進するスポーツ科学センターを設置（平成 17年 4

月） 
☆ ビジョン共有型運営を目指し情報共有・活用を促進するための「電子事務局」の整備・充実（平成 17

年 4月） 
 ☆ 平成１８年度設置を目指し，総合科学部を基礎とする「総合科学研究科（仮称）」の設置構想を検討 

☆ 平成１８年度設置を目指し，薬学教育の改善に伴う医学部総合薬学科を改組した「薬学部」の設置構想

を検討 
☆ 平成１８年度設置を目指し，「総合博物館（仮称）」の設置構想を検討 



◎ 教育・学生支援面での取組 
☆ 平成１８年度からの導入を目指した到達目標型教育を実現するための教育プログラムの検討 

（教育プログラム実施要綱の制定） 
☆ 学内無線ＬＡＮの整備・充実 
☆ 電子図書館機能を強化・充実し，図書館の教育・学習支援機能の向上を図るため，「学術情報オンライン・

チュートリアル・システム」を構築（平成 17年 4月） 
☆ 特色ある大学教育支援プログラム：平成 16年度 1件採択 
☆ 現代的教育ニーズ取組支援プログラム：平成 16年度 2件採択 
☆ 法科大学院等専門職大学院形成支援プログラム：平成 16年度 1件採択 

◎ 研究面での取組 
☆ スーパーSINETを活用した研究活動の全学的支援強化 
☆ 海外研究拠点の北京研究センターの新装・拡充（平成 16年 10月） 
☆ 特色ある優れた研究グループをプロジェクト研究センターとして設置・拡充（平成 17年 4月現在：57） 
☆ 半導体回路モデル「HiSIM」の世界標準化に向け，平成１７年度内早期設置を目指し，「HiSIM センター

（仮称）」の設置構想を検討 
☆ ２１世紀ＣＯＥプログラム：平成 14年度 2件採択，平成 15年度 2件採択，平成 16年度１件採択 
☆ 大学国際戦略本部強化事業：平成 17年度１件採択 

◎ 地域社会との連携協力面での取組 
☆ コーディネーターの配置による社会連携の推進 
☆ 民間企業等との包括的に研究協力の連携強化（ＮＥＣ広島，エルピーダメモリ，三菱重工業，広島銀行） 
☆ 新たな包括研究協力の覚書締結（平成 16年 6月～） 
    常石造船，東広島市教育委員会，国際協力銀行，復建調査設計，浜松ホトニクス，マイクロソフト， 
    富士電気システムズ，マツダ 
☆ 医療分野の社会連携を総合的に担当するための医療社会連携センターの設置（平成 16年 7月） 
☆ 中華人民共和国で初の産学連携事業「広島大学フェア２００５in北京」を実施（平成 17年 3月） 
☆ 福山サテライトオフィスの設置（平成 17年 4月） 

◎ 診療面での取組 
☆ 緊急被ばく医療推進センターを設置し，原子力災害時の緊急医療の拠点（三次被ばく医療機関）として

本格始動（平成 16年 9月） 
☆ ひろしまの医療の在り方に関する事項を検討するため，学内，県，医師会などの委員で構成する「ひろ

しま地域医療協議会」を設置（平成 16年 11月） 
☆ 高度な医療をもって，救急疾患等に対応するための「高度救命救急センター」の設置（平成 17年 4月） 
☆ 中央診療施設等を対象にＩＳＯ９００１の品質マネジメントシステムを導入予定（平成 17年度） 
☆ 平成１７年度中設置を目指し，「東広島歯科診療所（仮称）」の設置構想を検討 
 



 
 
 
 

建学の精神（昭和 24 年 5 月） 

○ 自由で平和な一つの大学 

 
 
 
 
 
 
 
 

理念５原則（平成 7 年 10 月） 

１．平和を希求する精神 

２．新たなる知の創造 

３．豊かな人間性を培う教育 

４．地域社会・国際社会との共存 

５．絶えざる自己変革 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学長室 企画・評価Ｇ

平成 17年 5月 作成 

 

 
※表紙は，大学院工学研究科ロボティックス研究室のＨＰトップページから 

http://www.hfl.hiroshima-u.ac.jp/ 


